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今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス

学習の

ねらい

極FR,微分法及び積分法について理解させ,基礎的な知識の習得と技能の習熱を図り,事象を数学的
に考察する能力を培い,数学のよさを諷識できるようにするとともに,そ れらを活用する態度を育てる。

教科名 科日名 (校内名称 ) 単位数 教 材

数学
数学Ⅲ

(数学Ⅲ・L/R)
2

教科書 高等学校数学Ⅲ [数研出版]
副教材

L(S):ベーシックスタイル数学演習ШC[数研出版]

R(U):リ ンク数学演習ⅢC[数研出版]
クリアー数学演習ⅢC受験編 [数研出版]

オリジナルスタンダー ド数学演習ⅢC[数研出版 ]

授業形態

ア ドバイス

など

予習・授業・復習のリズムを早く身につけることが大切である。予習で「分かる」ことと「分からな

い」ことの見極めをつけ,「分からない」ことは授業で解決させること。授業で「分かった」ことを復

習で定着させて「できる」ようにしてもらいたい。

また,本格的な入試問題演習に入るので,Ⅲ・Cの全範囲にわたって,基本事項の確諷と弱点の克服

を目指して取り組んでもらいたい。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

極限,微分法及び積分法につい
の概念や原理・法則を体系的に

解するとともに,事象を数学化
たり,数学的に解釈 したり,数
的に表現・処理 したりする技能

身に付けるようにする。

:数列や関数の値の変化に着 目
|し ,極 FRに ついて考察したり,関

数関係をより深く捉えて事象を的

確に表現し,数学的に考察したり

|す る力,い ろいろな関数の局所的

|な性質や大域的な性質に着目し,

I事象を数学的に考察したり,問題

解決の過程や結果を振り返って統

1合的・発展的に考察したりするカ

|を養う。

I 数学のよさを認識 し積極的に数

1学を活用しようとする態度,粘 り

1強 く柔軟に考え数学的論拠に基づ

Iいて判断しようとする態度,問題

1解決の過程を振り返つて考察を深

|め たり,評価・改善 したりしよう

し

とする態度や創造性の基礎を養

つ。

課題解決能カ

学びに向かうカ

理解カ

判断カ

教養カ

思考カ

表現カ
育てたい生徒像

(資質,能力)

との関連

主な

評価方法

課題の取組

振り返リシー ト

授業内の取組等

定期考査

小テス ト等

定期考査

小テス ト等



学期 学習内容
学習の到違目標

知識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期

S(L):

微分法の応用

積分法とその庵用

U(R):
リンク数学演習ⅢC

微分法及び積分法につ

いての概念や原理・法則

を体系的に理解するとと

もに,事 象を数学化した

り,数学的に解釆尺したり,

数学的に表現・処理した

りする技能を身に付けるよ

うにする。

関数関係をより深く捉

えて事象を的確に表現し,

数学的に考察したりする

力 ,い ろいろな関数の局

所的な性質や大域的な性

質に着 日し,事 象を数学

的に考察したり,問 題解

決の過程や結果を振り返

って統合的・発展的に考

察したりする力を養う。

数学のよさを認識し積

極的に数学を活用しようと

する態度,粘 り強く柔軟に

考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度 ,

問題解決の過程を振り退

って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養

う

後
期

Liベ ーシックスタイル数学

演習皿C

RIク リア=数学演習ⅢC
オリジナルスタンダード数学演

習ⅢC

極限,微分法及び積分法

についての概念や原理・

法則を体系的に理解する

とともに,事象を数学化し

たり,数学的に解釈した

り,数学的に表現・処理し

たりする技能を身に付け

るようにする。

数列や関数の値の変化に

着 日し,極 FRに ついて考

察したり,関数関係をより

深く↓足えて事象を的確に

表現し,数 学的に考察し

たりする力,いろいろな関

数の局所的な性質や大域

的な性質に着日し,事象

を数学的に考察したり,問

題解決の過程や結果を振

り返つて統合的。発展的に

考察したりする力を養う。

数学のよさを諷識し積極

的に数学を活用しようとす

る態度,粘 り強く柔軟に考

え数学的論拠に基づいて

判断しようとする態度,問

題解決の過程を振り返つ

て考察を深めたり,評価・

改善したりしようとする態

度や創造性の基礎を養う。

備考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス

学習の

ねらい

ベクトル,平面上の曲線と複素数平面について理解させ,基礎的な知識の習得と技能の習熱を図り,

数学的な表現の工夫について認識を深め,事象を数学的に考察する能力を培い,数学のよさを認識でき

るようにするとともに,それらを活用する態度を育てる。

授業形態

ア ドバイス

など

予習・授業・復習のリズムを早く身につけることが大切である。予習で「分かる」ことと『分からな

い」ことの見極めをつけ,「分からないうことは投業で解決させること。投業で「分かつた」ことを復習

で定着させて「できる」ようにしてもらいたい。

また,本格的な人試問題演習に入るので, I EABCの全範田にわたって基本事項の確認と弱点の克服を

目指して取り組んでもらいたい。

評価の観点 知識・技能 1   思考・判断・表現 1 主体的に学習に取り組お鯉度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

ベクトル,平面上の曲線と被煮

故平面についての基本的な概念や

原理・法則を体系的に理解すると

ともに,数学的な表現の工夫につ

いて認識を深め,事象を数学化し

たり,数学的に解釈 したり,数学

大きさと向きをもった量に若目

し,演算法則やその図形的な意味

を考察する力,図形や図形の構造

岩日し,それらの性質を統合的・

1発展的に考察する力,数学的な表
既を用いて事象を簡潔・明昧・的

1 数学のよさを認識し数学を活用

|し ようとする態度,粘 り強く柔軟
|に考え数学的論拠に基づいて判断

|し ようとする題皮,問題解決の過

程を振り退って考察を深めたり,

禅価・改善したりしようとする態

1度や創造性の基礎を基う。的に表現・処理したりする技能を確に表現する力を基う。

身に付けるようにする。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

課題解決能カ

学びに向かうカ

理解カ

判断カ

教養カ

思考カ

表現カ

主な

評価方法

課題の取組

振り退リシー ト

投業内の取組等

定期考査

Jヽテスト等

定期考査

小テス ト等

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

数学
数学 C

(数学 C)

教科書 高等学校数学C[数研出版]
副教材

キートレーニング数学演習 I EABC[数研出版]

学期 学習内容
学習の到違日標

知識・技能   1  思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度
前
期

キートレーニング

(数学 C分野を中趙とした演
習)

ベクトル,平面上の曲線

と複素数平面についての

基本的な概念や原理・法

則を体系的に理解すると

ともに,数学的な表現の

工夫について認識を深

め,事象を数学化したり,

数学的に解釈したり,数

学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるように

する。

大きさと向きをもった量

に若日し,演算法則やそ

の図形的な意味を考察す

る力,図形や図形め構造

に若日し,それらの性質を

統合的・発展的に考察す

る力,数学的な表現を用

いて事象を簡潔・明瞭・的

確に表現する力を基う。

数学のよさを認識し数

学を活用しようとする態

度,粘り強く柔軟に考え数

学的論拠に基づいて判断

しようとする態度,問題解

決の過程を振り退って考

察を深めたり,評価・改善

したりしようとする態度や

創造性の基礎を基う。



後
期

キートレーニング

(数学 C分野を中`ことした演
習)

ベクトル,平面上の曲線

と複末数平面についての

基本的な概念や原理・法

則を体系的に理解すると

ともに,数学的な表現の

工夫について認識を深

め,事象を数学化したり,

数学的に解釈したり,数

学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるように

する。

大きさと向きをもった量

に岩日し,演算法則やそ

の図形的な意味を考察す

る力,図形や図形の構造
に若日し,それらの性質を

統合的・発展的に考察す

る力,数学的な表現を用

ぃて事象を簡潔・明昧・的

確に表現する力を基う。

数学のよさを認識し数

学を活用しようとする題

皮,粘り強く柔軟に考え数

学的論拠に基づいて判断

しようとする鱚度,問題解

決の過程を振り退って考

察を深めたり,評価・改善

したりしようとする態度や

創造性の基礎を基う。

備考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス

学習の

ねらい

極限,微分法及び積分法,平面上の曲線と複素数平面について理解させ,基礎的な矢口識の習得と技能
の習熱を図り,事象を数学的に考察する能力を培い,数学のよさを諷識できるようにするとともに,そ
れらを活用する態度を育てる。

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

数学
A用数学

(応用数学 L/R)
2

高等学校数学 I,数学Π

数学 A,数学 B,数学 C [数研出版]
「4プロセス数学Ⅲ・ C」

「リンク数学演習Ⅲ・ C」

「オリジナルスタンダー ド数学演習Ш・ C」

「クリアー数学演習Ⅲ・ C」

「ベーシックスタイル数学演習Ⅲ・ C」

教科書

数研出版

数研出版

数研出版

数研出版

数研出版

授業形態

ア ドバイス

など

予習・授業・復習のリズムを早く身につけることが大切である。予習で「分かる」ことと「分からな

い」ことの見極めをつけ,「分からない」ことは授業で解決させること。授業で「分かった」ことを復

習で定着させて「できる」ようにしてもらいたい。

また,本格的な人試問題演習に入るので,Ⅲ・Cの範囲にわたって,基本事項の確調と弱点の克服を

目指して取り組んでもらいたい。

評価の観点 矢口識・技能 i   思考・判断・表現    1 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

極限,微分法及び積分法,平面
上の曲線と複素数平面についての

研念や原理・法則を体系的に理解

するとともに,事象を数学化した

り,数学的に解釈 したり,数学的
に表現・処理したりする技能を身

に付けるようにする

i数列や関数の値の変化に着 目
|し ,極限について考察したり,関

1数関係をより深く捉えて事象を的

確に表現し,数学的に考察したり

|す る力,い ろいろな関数の局所的

|な性質や大域的な性質に着日し,

I事象を数学的に考察したり,問題

1解決の過程や結果を振り返って統

1合的
。発展的に考察したりするカ

|を 養う。

十 数学のよさを認識 し積極的に数
1学を活用しようとする態度,粘 り

1強 く柔軟に考え数学的論拠に基づ

|い て判断しようとする態度,問題

1解決の過程を振 り返って考察を深

|め たり,評価・改善したりしよう
とする態度や創造性の基礎を巷

つ。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教養カ

課題解決能力

学びに向かうカ

思考カ

表現カ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト等

定期考査

小テス ト等

課題の取組

振り返リシー ト

授業内の取組等



学期 学習内容
学習の到達日標

矢口識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期

S(L):

微分法・微分法の応用

積分法とその応用

U(R):
リンク数学演習ⅢoC

微分法及び積分法につ

いての概念や原理・法則

を体系的に理解するとと

もに,事 象を数学化した

り,数学的に解罪尺したり,

数学的に表現・処理した

りする技能を身に付けるよ

うにする。

関数関係をより深く捉

えて事象を的確に表現し,

数学的に考察したりする

力,い ろいろな関数の局

所的な性質や大域的な性

質に着目し,事 象を数学

的に考察したり,問題解

決の過程や結果を振り返

って統合的・発展的に考

察したりする力を養う。

数学のよさを認識し積

極的に数学を活用しようと

する態度,粘 り強く柔軟に

考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度 ,

問題解決の過程を振り返

って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養

う

後

期

L:ベ ーシックスタイル数学

,寅習Ⅲ・C

RIク リアー数学演習Ⅲ・C,
オリジナルスタンダード数学演

習ⅢoC

極限 ,微 分法及び積分

法,複素数平面について

の概念や原理・法則を体

系的に理解するとともに,

事象を数学化したり,数学

的に解釈したり,数学的に

表現・処理したりする技能

を身に付けるよう|こする。

数列や関数の値の変化に

着目し,極 限について考

察したり,関数関係をより

深く捉えて事象を的確に

表現し,数 学的に考察し

たりする力,いろいろな関

数の局所的な性質や大域

的な性質に着 目し,事 象

を数学的に考察したり,問

題解決の過程や結果を振

り返つて統合的・発展的に

考察したりする力を養う。

数学のよさを認識し積極

的に数学を活用しようとす

る態度,粘 り強く柔軟に考

え数学的論拠に基づいて

判断しようとする態度,問

題解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり,評価・

改善したりしようとする態

度や創造性の基礎を養う。

備考



教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

数学
熟成数学

(熟成数学 L/R)
3

教科書 高等学校数学 I,数学Ⅱ
数学 A,数学 B,数学 C [数研出版]

副教材

L:数学 IAⅢ BC標準演習プラン 100[数研出版]

重要問題演習 数学 [ベネッセ]
R:ス タンダー ド数学演習 I ⅡABC[数研出版]

今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス

学習の

ねらい

高校数学の各分野における基礎的な知識の確調と理解の深化,技能の習熟をはかる。特に事象を数学

的に処理するための,図形や計算処理の習熟を中越に能力の伸長をはかる。

授業形態

ア ドバイス

など

予習・授業・復習のリズムを早く身につけることが大切である。予習で「分かる」ことと「分からな

い」ことの見極めをつけ,「分からない」ことは授業で解決させること。授業で「分かった」ことを復習

で定着させて「できる」ようにしてもらいたい。

また,本格的な人試問題演習に入るので, I・ コ・A・ B・ Cの全範囲にわたって,基本事項の確諷と弱

点の克服を目指して取り組んでもらいたい。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

数と式,2次関数,図形と計量・性

質,データの分析,場合の数・確率に

ついての概念や原理・法則を体系

的に理解するとともに,事象を数

学化したり,数学的に解釈したり,

牧学的に表現・処理 したりする技

能を身に付けるようにする。

1 関数や図形の性質をより深く捉

|え
て事象を的確に表現 し,数学的

|に考察したりする力,事象を数学

1的に考察したり,問題解決の過程
Iや結果を振り返って統合的・発展

1的に考察したりする力を養う。

1 数学のよさを諷識 し積極的に数

1学
を活用しようとする態度,粘 り

1強 く柔軟に考え数学的論拠に基づ

|いて判断しようとする態度,問題
I解決の過程を振り返って考察を深

|めたり,評価・改善 したりしよう
とする態度や創造性の基礎を養

つ。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教養カ

課題解決能力

学びに向かうカ

カ

カ

考

現

思

表

主な

評価方法

定期考査

小テス ト等

定期考査

小テス ト等

課題の取組

振り返リシー ト

授業内の取組等

学期 学習内容
学習の到逹目標

知識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前

期

数学 I,数学 Aを 中′せとした問

題演習

技巧的な計算のしかたや数学

の発想のしかたについて学習

する。
・数学的性質をとらえよ

:解法のカギを割り出せ
。誘導に乗れ

数と式,2次 関数,図形

と計量・II生質,データの分

析,場合の数・確率につい

ての概念や原理・法則を

体系的に理解するととも

に,事象を数学化したり,

数学的に解釈したり,数

学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるよう|こ

する。

関数や図形の性質をよ

り深く捉えて事象を的確

に表現し,数学的に考察

したりする力,いろいろな

関数の局所的な性質や大

域的な性質に着目し,事

象を数学的に考察したり,

問題解決の過程や結果を

振り返つて統合的。発展

的に考察したりする力を

養う。

数学のよさを調識し積

極的に数学を活用しようと

する態度,粘 り強く柔軟に

考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度 ,

問題解決の過程を振り退

って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養

う。



後
期

数学 I,数学 Aを 中趙とした問

題演習

巧的な計算のしかたや数学の

発想のしかたについて学習す

る。
・数学的性質をとらえよ

・解法のカギを割り出せ
。誘導に乗れ

数と式,2次関数 ,図形と

計量・性質 ,データの分

析,場合の数・確率につい

ての概念や原理・法則を

体系的に理解するととも

に,事象を数学化したり,

数学的に解釈したり,数

学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるように

する。

関数や図形の性質に着

日し,極限について考察し

たり,数量関係をより深く

捉えて事象を的確に表現

し,数学的に考察したりす

る力,いろいろな関数の局

所的な性質や大域的な性

質に着日し,事 象を数学

的に考察したり,問題解

決の過程や結果を振り返

って統合的・発展的に考

察したりする力を養う。

数学のよさを調識し積極

的に数学を活用しようとす

る態度,粘り強く柔軟に考

え数学的論拠に基づいて

判断しようとする態度,問

題解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり,評価・

改善したりしようとする態

度や創造性の基礎を養う。

備考

。計算・演習を多く取り入れ,理解を深めるよう指導する。

・技巧的な処理パターンについては,反復して問題演習を行い,確実に身につけさせるようにする。

・数学的な表現については,添削指導等も取り入れて,他者に伝わる表現力を養成する。



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス

学習の

ねらい

高校数学の各分野における基礎的な矢口識の確調と理解の深化,技能の習熱をはかる。特に事象を数学

的に処理するための,図形や計算処理の習熟を中鷲に能力の伸長をはかる。

投業形態

ア ドバイス

など

予習・授業・復習のリズムを早く身につけることが大切である。予習で「分かる」ことと「分からな

い」ことの見極めをつけ,「分からない」ことは授業で解決させること。授業で「分かった」ことを復習

で定着させて「できる」ようにしてもらいたい。

また,本格的な人試問題演習に入るので, I ⅡABCの 全範囲にわたって,基本事項の確調と弱点の克

月Rを 目指 して取り組んでもらいたい。

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

数学 熟成数学 2

教科書 高等学校数学 I,数学Ⅱ,
数学 A,数学 B,数学 C [数研出版]

副教材 数学 IA十 Ⅱ BC標準演習 PLAN190[数研出版]
重要問題演習 数学 [ベネッセ]

知識・技能 思考・判断・ 主体的に学習に取り組お態度評価の観点

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

数と式,集合と命題,2次関数 ,
形と計量,データの分析,場合
数と確率,図形の性質,式 と証

,図形と方程式,三角関数,指数

数・対数関数,微分法・積分法 ,

十 数と式,集合と命題,2次関輩文,
1図形と計量,データの分析,場合

Iの数と確率,図形の性質,式 と証

1明 ,図形と方程式,三角関数,指数

1数列,統計的な推測,及びベクト 1評価・改善したりしようとする態

|ルについての既習事項をより深く 1度や創造性の基礎を養う。

1捉えて事象を的確に表現し,数学

1的 に考察したりする力,事象を数

1学的に考察したり,問題解決の過

肥や結果を振り返って統合的・発

1展的に考察したりする力を養う。る

!関数・対数関数,微分法・積分法,I程を振り返って考察を深めたり,

,統計的な推測,及びベクト
レについての概念や原理・法則を

系的に理解するとともに,事象

を数学化 したり,数学的に解釈 し

数学のよさを記識 し数学を活用

しようとする態度,粘 り強く柔軟
に考え数学的論拠に基づいて判断

しようとする態度,問題解決の過

り,数学的に表現・処理したり
る技能を身に付けるようにす

育てたい生徒像

(資質・能力)

との間違

課題解決能カ

学びに向かうカ

理解カ

判断カ

教養カ

カ

カ

考

現

思

表

定期考査

小テス ト等

定期考査

小テス ト等

課題の取組

振り返リシー ト

授業内の取組等

主な

評価方法



学期 学習内容
学習の到違目標

矢口識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期

数学 IA+Ⅱ BC標準演習
PLAN100

重要問題演習 数学

数と式,集合と命題 ,
2次関数,図形と計量 ,
データの分析,場合の数
と確率,図形の性質,式
と証明,図形と方程式 ,
三角関数,指数関数・対
数関数,微分法・積分法 ,

数列,統計的な推測,及
びベク トルについての

概念や原理・法則を体系

的に理解するとともに,

事象を数学化したり,数
学的に解釈したり,数学
的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるよ

うにする。

数と式,集合と命題 ,
2次関数,図形と計量 ,
データの分析,場合の数
と確率,図形の性質,式
と証明,図形と方程式,
三角関数,指数関数・対
数関数,微分法・積分法 ,

数列,統計的な推測,及
びベク トルについての

既習事項をより深 く捉

えて事象を的確に表現

し,数学的に考察したり
する力,事象を数学的に

考察したり,問題解決の

過程や結果を振 り返つ

て統合的・発展的に考察

したりする力を基う。

数学のよさを調識 し数

学を活用しようとする態

度,粘 り強く柔軟に考え
数学的論拠に基づいて判

断しようとする態度,問
題解決の過程を振り返つ

て考察を深めたり,評価・

改善 したりしようとする

態度や創造性の基礎を養

う。

後
期

重要問題演習 数学 数と式,集合と命題 ,
2次関数,図形と計量 ,
データの分析,場合の数
と確率,図形の性質,式
と証明,図形と方程式,
三角関数,指数関数・対
数関数,微分法・積分法 ,

数列,統計的な推測,及
びベク トルについての

概念や原理・法則を体系

的に理解するとともに,

事象を数学化したり,数
学的に解釈したり,数学
的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるよ

うにする。

数と式,集合と命題 ,
2次関数,図形と計量 ,
データの分析,場合の数
と確率,図形の性質,式
と証明,図形と方程式 ,
三角関数,指数関数・対
数関数,微分法・積分法 ,

数列,統計的な推測,及
びベク トルについての

既習事項をより深 く捉

えて事象を的確に表現

し,数学的に考察したり
する力,事象を数学的に

考察したり,問題解決の

過程や結果を振 り返つ

て統合的・発展的に考察

したりする力を養う。

数学のよさを記識 し数

学を活用しようとする態

度,粘 り強く柔軟に考え
数学的論拠に基づいて判

断しようとする態度,問
題解決の過程を振り返つ

て考察を深めたり,評価・

改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を善

う。

備考



教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

数学
数学ウルトラ

(ウルトラ L/R)

L 2

R 3

教科書 高等学校数学 I,数学Ⅱ
数学 A,数学 B,数学 C [数研出版]

副教材

L!数学 IAコ BC標準演習プラン 100[数研出版]

重要問題演習 数学 [ベネッセ]
R:ス タンダー ド数学演習 I HABC[数研出版 ]

今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス

学習の

ねらい

高校数学の各分野における基礎的な矢口識の確詔と理解の深化,技能の習熟をはかる。特に事象を数学

的に処理するための,図形や計算処理の習熟を中ミに能力の伸長をはかる。

授業形態

ア ドバイス

など

予習・授業・復習のリズムを早く身につけることが大切である。予習で「分かる」ことと「分からな

い」ことの見極めをつけ,「分からない」ことは授業で解決させること。授業で「分かった」ことを復習

で定着させて「できる」ようにしてもらいたい。

また,本格的な入試問題演習に入るので, I・ コ・A・ B・ Cの全範囲にわたって,基本事項の確詔と弱

点の克服を目指して取り組んでもらいたい。

評価の観点 矢口識・技含ヒ 1    思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

ルについての概念や原理・法則を 1所的な性質や大域的な性質に着ロ ト てヽ判断しようとする態度,問題

体系的に理解するとともに,事象 |し ,事象を数学的に考察したり, I解決の過程を振り返って考察を深
を数学化したり,数学的に解釈 し 1問題解決の過程や結果を振り返っ Iめ たり,評価・改善したりしよう

図形と方程式,指数関数・対数

関数,三角関数及び微分・積分の

考え,数列,統計的な推測,ベ クト

たり,数学的に表現・処理したり
する技能を身に付けるようにす

る。

関数関係をより深く捉えて事象 数学のよさを調識し積極的に数

を的確に表現し,数学的に考察し 1学 を活用しようとする態度,粘 り

たりする力,いろいろな関数の局 1強 く柔軟に考え数学的論拠に基づ

統合的・発展的に考察したりす とする態度や創造性の基礎を養

つ。る力を養う。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教養カ

思考カ

表現カ

課題解決能力

学びに向かうカ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト等

定期考査

小テス ト等

課題の取組

振り返リシー ト

授業内の取組等

学期 学習内容
学習の到逹日標

知識・技能   1  思考 ,判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期

数学Ⅱ,数学 B,数学 Cを中は

とした問題 ,寅習

パズル的な題材も扱いながら,

技巧的な計算のしかたや数学

の発想のしかたについて学習

する。
・数学的性質をとらえよ
。解法のカギを割り出せ

・誘導に乗れ

図形と方程式,指 数関

数・対数関数,三 角関数

及び微分・積分の考え,数

列,統計的な推測,ベクト

ルについての概念や原

理・法則を体系的に理解

するとともに,事象を数学

化したり,数学的に解釆尺し

たり,数学的に表現・処理

したりする技能を身に付け

るようにする。

関数関係をより深く捉

えて事象を的確に表現し,

数学的に考察したりする

力,い ろいろな関数の局

所的な性質や大域的な性

質に着日し,事 象を数学

的に考察したり,問題解

決の過程や結果を振り返

って統合的・発展的に考

察したりする力を養う。

数学のよさを認識し積

極的に数学を活用しようと

する態度,粘 り強く柔軟に

考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度 ,

問題解決の過程を振り返

って考察を深めたり,評

価。改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を答

う。



後
期

数学Ⅱ,数学 B,数学 Cを中′せ

とした問題演習

パズル的な題材も扱いながら,

技巧的な計算のしかたや数学

の発想のしかたについて学習

する。
・数学的性質をとらえよ

・解法のカギを割り出せ

・誘導に乗れ

図形と方程式,指数関数・

対数関数,三 角関数及び

微分・積分の考え,数列 ,

統計的な推測,ベクトルに

ついての概念や原理・法

則を体系的に理解すると

ともに,事象を数学化した

り,数学的に解釈したり,

数学的に表現・処理した

りする技能を身に付けるよ

うにする。

数列や関数の値の変化に

者 目し,極 FRについて考

察したり,関数関係をより

深く捉えて事象を的確に

表現し,数 学的に考察し

たりする力,いろいろな関

数の局所的な性質や大域

的な性質に着目し,事 象

を数学的に考察したり,問

題解決の過程や結果を振

り返って統合的・発展的に

考察したりする力を養う。

数学のよさを諷識し積極

的に数学を活用しようとす

る態度,粘 り強く柔軟に考

え数学的論拠に基づいて

判断しようとする態度,問

題解決の過程を振り返つ

て考察を深めたり,評価・

改善したりしようとする態

度や創造性の基礎を養う。

備考

・計算・演習を多く取り入れ,理解を深めるよう指導する。

・技巧的な処理パターンについては,反復して問題演習を行い,確実に身につけさせるようにする。

・数学的な表現については,添削指導等も取り入れて,他者に伝わる表現力を養成する。



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理教科 3年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

理数
理数数学Ⅱ

(数学Ⅲ・L)
4

教科書 高等学校数学 I,数学Ⅱ,
数学 A,数学 B,数学 C [数研出版]

副教材 数学 IA+Ⅱ BC標準演習 PLAN100[数研出版]
重要問題演習 数学 [ベネッセ]

学習の

ねらい

高校数学の各分野における基礎的な知識の確諷と理解の深化,技能の習熟をはかる。特に事象を数学

的に処理するための,図形や計算処理の習熱を中ミに能力の伸長をはかる。

授業形態

アドバイス

など

予習・授業・復習のリズムを早く身につけることが大切である。予習で「分かる」ことと「分からな

い」ことの見極めをつけ,「分からない」ことは授業で解決させること。授業で「分かった」ことを復

習で定着させて「できる」ようにしてもらいたい。

また,本格的な人試問題演習に入るので,Ⅲ oCの全範囲にわたって,基本事項の確調と弱点の克服

を目指して取り組んでもらいたい。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

1 数と式,集合と命題,2次関数 ,
I図形と計量,データの分析,場合

|の数と確率,図形の性質,式 と証

1明 ,図形と方程式,三角関数,指数

I 数学のよさを諷識 し数学を活用

|し ようとする態度,粘 り強く柔軟

|に考え数学的論拠に基づいて判断

|し
ようとする態度,問題解決の過

・対数関数,微分法・積分法,I関数・対数関数,微分法・積分法,1程を振り返って考察を深めたり,

列,統計的な推測,及びベクト 1数列,統計的な推測,及びベクト 1評価・改善したりしようとする態
レについての概念や原理・法則を iルについての既習事項をより深く 1度や創造性の基礎を養う。

て事象を的確に表現し,数学

考察したりする力,事象を数
に考察したり,問題解決の過

結果を振り返って統合的・発

に考察したりする力を養う。

系的に理解するとともに,事象 子足え

を数学化したり,数学的に解釈し 1的 に

る。

り,数学的に表現・処理したり 1学的
る技能を身に付けるようにす 催や

数と式,集合と命題,2次関数 ,
形と計量;データの分析,場合

数と確率,図形の性質,式 と証

,図形と方程式,三角関数,指数

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

課題解決能カ

学びに向かうカ

理解カ

判断カ

教養カ

カ

カ

考

現

思

表

定期考査

小テス ト等

課題の取組

振り返リシー ト

授業内の取組等

定期考査

小テス ト等
主な

評価方法



学期 学習内容
学習の到逹目標

宍口識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前

期

数学 IA+Ⅱ BC標準演習
PLAN100

重要問題演習 数学

数と式,集合と命題 ,
2次関数,図形と計量 ,
データの分析,場合の数
と確率,図形の性質,式
と証明,図形と方程式,
三角関数,指数関数・対
数関数,微分法・積分法 ,
数列,統計的な推測,及
びベク トルについての

概念や原理・法則を体系

的に理解するとともに,

事象を数学化したり,数
学的に解釆尺したり,数学
的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるよ

うにする。

数と式,集合と命題 ,
2次関数,図形と計量 ,
データの分析,場合の数
と確率,図形の性質,式
と証明,図形と方程式,
三角関数,指数関数・対
数関数,微分法・積分法 ,

数列,統計的な推測,及
びベク トルについての

既習事項 をより深 く捉

えて事象を的確に表現

し,数学的に考察したり
する力,事象を数学的に

考察したり,問題解決の

過程や結果を振 り返っ

て統合的・発展的に考察

したりする力を養う。

数学のよさを諷識し数

学を活用しようとする態

度,粘 り強く柔軟に考え
数学的論拠に基づいて判

断しようとする態度,問
題解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり,評価・

改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養

う。

後

期

童妻問題演習 数学 数と式,集合と命題,2
次関数,図形と計量,デ
ータの分析,場合の数と

確率,図形の性質,式 と
証明,図形と方程式,三
角関数,指数関数・対数
関数,微分法・積′刀＼法 ,
数列,統計的な推測,及
びベク トルについての

概念や原理・法則を体系

的に理解するとともに,

事象を数学化したり,数
学的に解釈したり,数学
的に表現・処理 したりす

る技能を身に付けるよ

うにする。

数と式,集合と命題,2
次関数,図形と計量,デ
ータの分析,場合の数と

確率,図形の性質,式 と
証明,図形と方程式,三
角関数,指数関数・対数
関数,微分法・積分法 ,
数列,統計的な推測,及
びベク トルについての

既習事項 をより深 く捉

えて事象を的確に表現

し,数学的に考察したり
する力,事象を数学的に

考察したり,問題解決の

過程や結果を振 り返つ

て統合的・発展的に考察

したりする力を養う。

数学のよさを記識し数学

を活用 しようとする態

度,粘 り強く柔軟に考え
数学的論拠に基づいて判

断しようとする態度,問
題解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり,評価・

改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養

う。

備考



今禾口7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 3年 シラバス

学習の

ねらい

極FR,微分法及び積分法,平面上の曲線と複素数平面について理解させ,基礎的な知識の習得と技能

の習熟を図り,事象を数学的に考察する能力を培い,数学のよさを認識できるようにするとともに,そ

れらを活用する態度を育てる。

授業形態

アドバイス

など

予習・授業・復習のリズムを早く身につけることが大切である。予習で「分かる」ことと「分からな

い」ことの見極めをつけ,「分からない」ことは授業で解決させること。授業で「分かった」ことを復習

で定着させて「できる」ようにしてもらいたい。

また,本格的な人試問題演習に入るので,Ⅲ・Cの全範囲にわたって,基本事項の確認と弱点の克服を

目指して取り組んでもらいたい。

教科名 科 目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

理 数

理数数学Ⅱ

(数学Ⅲ・R)
4

教科書 高等学校数学Ⅲ [数研出版]
高等学校数学C[数研出版]

副教材

L(S):ク リアー数学演習ⅢC愛験編 [数研出版]

R(U):リ ンク数学演習ⅢC[数研出版]
オリジナルスタンダー ド数学演習ⅢC[数研出版]

矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度評価の観点

極眼,微分法及び積分法,平面 1 数列や関数の値の変化に着 目 1 数学のよさを認識 し積極的に数

曲線 と複素数平面についての

や原理・法則を体系的に理解

とともに,事象を数学化した

数学的に解釈 したり,数学的

現・処理したりする技能を身

けるようにする

|し ,極 FRについて考察したり,関

1数関係をより深く捉えて事象を的

幣に表現し,数学的 |こ考察したり

iす る力,い ろいろな関数の局所的

|な性質や大域的な性質に着日し,

1事象を数学的に考察したり,問題

1解決の過程や結果を振 り返つて統

1合的・発展的に考察 したりするカ

|を養う。

1学を活用しようとする態度,粘 り

1強 く柔軟に考え数学的論拠に基づ

|い
て判断しようとする態度,問題

1解決の過程を振り返って考察を深

|め たり,評価・改善 したりしよう
Iと する態度や創造性の基礎を養

|う 。

表

付

の

る

り ,

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

課題解決能力

学びに向かうカ

理解カ

判断カ

教答カ

カ

カ

考

現

口
埒
表

主な

評価方法

課題の取組

振り返リシー ト

授業内の取組等

定期考査

小テス ト等

定期考査

小テス ト等



学期 学習内容
学習の到逹目標

矢口識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前

期

S(L):
微分法の応用

積分法とその応用

U(R):
リンク数学演習ⅢC

微分法及び積分法につ

いての概念や原理・法則

を体系的に理解するとと

もに,事 象を数学化した

り,数学的に解釈したり,

数学的に表現・処理した

りする技能を身に付けるよ

うにする。

関数関係をより深く捉

えて事象を的確に表現し,

数学的に考察したりする

力,い ろいろな関数の局

所的な性質や大域的な性

質に着目し,事 象を数学

的に考察したり,問題解

決の過程や結果をキ辰り返

って統合的。発展的に考

察したりする力を善う。

数学のよさを記識し積

極的に数学を活用しようと

する態度,粘 り強く柔軟に

考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度 ,

問題解決の過程を振り返

って考察を深めたり,評

価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養

う

後

期

L:ク リアー数学演習ⅢC

R:オ リジナルスタンダード数
学演習ⅢC

極FR,微分法及び積分

法,平面上の曲線と複素

数平面についての概念や

原理・法則を体系的に理

解するとともに,事 象を数

学化したり,数 学的に解

釈したり,数学的に表現・

処理したりする技能を身

に付けるようにする。

数列や関数の値の変

化に着目し,極 FRに つい

て考察したり,関数関係を

より深く与足えて事象を的確

に表現し,数学的に考察

したりする力,い ろいろな

関数の局所的な性質や大

域的な性質に着 日し,事

象を数学的に考察したり,

問題解決の過程や結果を

振り返って統合的。発展

的に考察したりする力を

養う。

数学のよさを記識し積極

的に数学を活用しようとす

る態度,粘 り強く柔軟に考

え数学的論拠に基づいて

判断しようとする態度,問

題解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり,評価・

改善したりしようとする態

度や創造性の基礎を養う。

備 考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 3年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

理数
理数数学特論

(数学 C)

教科書 高等学校数学C[数研出版]
副教材

キー トレーニング数学演習 I EABC[数研出版]

学習の

ねらい

複素数平面について理解させ,数学 B、 数学 Cの分野を中′せに基礎的な知識の習得と技能の習熟を図

り,事象を数学的に考察する能力を培い,数学のよさを記識できるようにするとともに,それらを活用
する態度を育てる。

授業形態

ア ドバイス

など

予習・授業・復習のリズムを早く身につけることが大切である。予習で「分かる」ことと「分からな

い」ことの見極めをつけ,「分からない」ことは授業で解決させること。授業で「分かった」ことを復習

で定着させて「できる」ようにしてもらいたい。

また,本格的な人試問題演習に入るので, I ⅡABCの 全範囲にわたって基本事項の確記と弱点の克服を

目指して取り組んでもらいたい。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

いて詔識を深め,事象を数学化し 1発展的に考察する力,数学的な表 程を振り返って考察を深めたり,
たり,数学的に解釈したり,数学 現を用いて事象を簡潔 。明瞭・的 1評価・改善したりしようとする態
的に表現・処理したりする技能を睦に表現する力を養う。     1度や創造性の基礎を養う。
身に付けるようにする。

ベクトル,平面上の曲線と複素
数平面についての基本的な概念や

原理・法則を体系的に理解すると

ともに,数学的な表現の工夫につ

1 大きさと向きをもった量に着目 1 数学のよさを認識し数学を活用

|し ,演算法則やその図形的な意味 卜ようとする態度,粘 り強く柔軟

|を
考察する力,図形や図形の構造 iに考え数学的論拠に基づいて判断

:に着目し,それらの性質を統合的・ Iし ようとする態度,問題解決の過

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教各カ

課題解決能カ

学びに向かうカ

思考カ

表現カ

主な

評価方法

定期考査

小テス ト等

定期考査

小テスト等

課題の取組

振 り返 リシー ト

授業内の取組等

学期 学習内容
学習の到連目標

知識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習|こ取り組む態度

前
期

キートレーニング

(数学 BC分野を中Jせとした演
習)

ベクトル,平面上の曲線

と複素数平面についての

基本的な概念や原理・法

則を体系的に理解すると

ともに,数学的な表現の

工夫について認識 を深

め,事象を数学化したり,

数学的に解釈したり,数

学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるように

する。

大きさと向きをもった量

に着 目し,演算法則やそ

の図形的な意味を考察す

る力,図 形や図形の構造

に着日し,それらの性質を

統合的・発展的に考察す

る力,数学的な表現を用

いて事象を簡潔。明瞭・的

確に表現する力を養う。

数学のよさを諷識し数

学を活用しようとする態

度,粘 り強く柔軟に考え数

学的論拠に基づいて判断

しようとする態度,問題解

決の過程を振り返ちて考

察を深めたり,評価・改善

したりしようとする態度や

創造性の基礎を養う。



後
期

キートレーニング

(数学 BC分野を中′せとした演
習)

ベクトル,平面上の曲線

と複素数平面についての

基本的な概念や原理・法

則を体系的に理解すると

ともに,数学的な表現の

工夫について誤識 を深

め,事象を数学化したり,

数学的に解罪尺したり,数

学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるように

する。

大きさと向きをもった量

に着 日し,演算法則やそ

の図形的な意味を考察す

る力,図形や図形の構造

に着日し,それらの性質を

統合的・発展的に考察す

る力,数学的な表現を用

いて事象を簡潔・明母寮・的

確に表現する力を養う。

数学のよさを調識し数

学を活用しようとする態

度,粘 り強く柔軟に考え数

学的論拠に基づいて判断

しようとする態度,問題解

決の過程を振り返って考

察を深めたり,評価。改善

したりしようとする態度や

創造性の基礎を養う。

備考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理数科 3年 シラバス

教科名 科日名 (校内名称 ) 単位数 教 材

理数
数学ハイパー

(ハイパーL/R)
2

教科書 高等学校数学 I,数学Ⅱ,
数学 A,数学 B,数学 C [数研出版]

副教材

L:メ ジアン数学演習 I ⅡABC[数研出版]

R:ス タンダー ド数学演習 I IABC[数研出版]

学習の

ねらい

複素数平面について理解させ,基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り,数学的な表現の工夫につい

て記識を深め,事象を数学的に考察する能力を培い,数学のよさを記識できるようにするとともに,そ

れらを活用する態度を育てる。さらに、高校数学の各分野における基礎的な知識の確誤と理解の深化,

技能の習熟をはかる。特に事象を数学的に処理するための,図形や計算処理の習熟を中サせに能力の伸長

をはかる。

授業形態

ア ドバイス

など

予習・授業・復習のリズムを早く身につけることが大切である。予習で「分かる」ことと「分からな

い」ことの見極めをつけ,「分からない」ことは授業で解決させること。授業で「分かった」ことを復習

で定着させて「できる」ようにしてもらいたい。

また,本格的な人試問題演習に入るので, I ⅡABCの 全範囲にわたって,基本事項の確諷と弱点の克

月Rを 目指して耳又t'組んでもら七ヽたい。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

処理したりする技能を身に付ける 1発展的に考察する力,数学的な表 1程を振り返って考察を深めたり,
ようにする。また,数と式,集合と 1現を用いて事象を簡潔・明瞭・的 1評価・改善したりしようとする態

命題,2次関数,図形と計量,デー 確に表現する力を養う。また,数 十度や創造性の基礎を養う。

複素数平面についての概念や原

理・法則を体系的に理解するとと

もに,事象を数学化したり,数学

的に解釈 したり,数学的に表現・

夕の分析,場合の数と確率,図形
の性質,数列,統計的な推測,及び

ベクトルについての概念や原理・

法則を体系的に理解するととも

に,事象を数学化したり,数学的
に解釈 したり,数学的に表現・処

理したりする技能を身に付けるよ

うにする。

大きさと向きをもった量に着目 1 数学のよさを認識 し数学を活用

し,演算法則やその図形的な意味 |し ようとする態度,粘 り強く柔軟

を考察する力,図形や図形の構造 iに考え数学的論拠に基づいて判断

に着目し,それらの性質を統合的・ |し ようとする態度,問題解決の過

1学 I ⅡABCでの既習事項をより深

|く 捉えて事象を的確に表現 し,数

1学的に考察したりする力,事象を
I数学的に考察したり,問題解決の

地程や結果を振り返って統合的・

1発展的に考察したりする力を養

|う
。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

理解カ

判断カ

教養カ

課題解決能力

学びに向かうカ

カ

カ

考

現

思

表

主な

評価方法

定期考査

小テス ト等

定期考査

小テス ト等

課題の取組

振り返リシー ト

授業内の取組等



学期 学習内容
学習の到注目標

知識・技能   1  思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期

L:メジアン数学演習

R:スタンダード数学演習

複素数平面について

の概念や原理・法則を体

系的に理解するととも

に,事象を数学化 した
り,数学的に解釈 した
り,数学的に表現・処理
したりする技能を身に

付けるようにする。ま

た,数 と式,集合と命題 ,
2次関数,図形と計量 ,
データの分析,場合の数
と確率,図形の性質,数
列,統計的な推測,及び
ベク トルについての概

念や原理・法則を体系的

に理解するとともに,事
象を数学化したり,数学
的に解釈したり,数学的
に表現・処理 したりする

技能を身に付けるよう

にする。

大きさと向きをもっ

た量に着日し,演算法則
やその図形的な意味を

考察する力,図形や図形
の構造に着日し,それら
の性質を統合的・発展的

に考察する力,数学的な

表現を用いて事象を簡

潔・明瞭・的確に表現す

る力を養う。また,数学
I HABCでの既習事項を
より深 く捉えて事象を

的確に表現し,数学的に

考察したりする力,事象
を数学的に考察したり,

問題解決の過程や結果

を振り返つて統合的・発

展的に考察 したりする

力を養う。

数学のよさを調識 し数

学を活用しようとする態

度,粘 り強く柔軟に考え
数学的論拠に基づいて判

断しようとする態度,問
題解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり,評価・

改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養

う。

後

期

L:メジアン数学演習

R:スタンダード数学演習

数と式,集合と命題 ,
2次関数,図形と計量 ,
データの分析,場合の数
と確率,図形の性質,数
列,統計的な推測,及び
ベク トルについての概

念や原理・法則を体系的

に理解するとともに,事
象を数学化したり,数学
的に解釆尺したり,数学的
に表現・処理 したりする

技能を身に付けるよう

にする。

数学 I ⅡABCでの既習
事項をより深 く!足 えて

事象を的確に表現し,数
学的に考察 したりする

力,事象を数学的に考察
したり,問題解決の過程

や結果を振 り返つて統

合的・発展的に考察した

りする力を養う。

数学のよさを記識 し数

学を活用しようとする態

度,粘 り強く柔軟に考え
数学的論拠に基づいて判

断しようとする態度,問
題解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり,評価・

改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養

う。

備考


